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人のうこき（認諾号）
人　　口　10．679人（＋79）

男　　　　5，089　（＋55）

女　　　　5，590　（＋24）

世帯数　　2，943戸（＋44）

（）内は前月　比

7月のこよみ文
月
　
（
ふ
み
づ
き
）

奮
物
の
虫
ほ
し
を
す
る
こ
と
か
ら

文
語
を
ひ
ろ
げ
月
、
文
月
と
な
ま

っ
た
も
の
。

7
　
日
　
　
七
夕

2
0
　
日
　
　
海
の
記
念
日

柁
∴
暦
　
　
は
す
（
雄
弁
）

誕
生
石
　
　
ル
ピ
ー
（
熱
庸
）

7
月
の
葺
舶
用
譜

盛
夏
・
酷
磐
・
猿
蕃
・
炎
熱

炎
暑
・
暑
さ
厳
し
く

夕
凪
の
涼
味
う
れ
し
く
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手をかそう、ちっちゃなこともとおとしより

補
正
予
算
は
道
路
修
理
費
等
六
千
万
円

－
補
謹
話
算
　
墾
0
案
律
を
可
英
－

6
月
定
例
議
会
は
、
6
月
2
4
日
か
ら

閲
会
さ
れ
、
間
和
5
1
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
附
議
事
件
8
件
、
請
願
2

件
が
上
提
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
の
結
果

原
案
通
り
可
決
し
、
7
月
5
日
閉
会
し

ま
し
た
。

上
経
さ
れ
た
各
議
案
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

強
暴
第
3
2
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
。

本
件
は
、
昭
和
5
0
年
度
貌
業
に
お
い

て
、
国
の
専
業
認
可
が
遅
れ
た
た
め
起

債
関
係
に
お
い
て
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
都
築
湧
別
毎
に
変
更
が
生
じ
、

全
体
で
二
千
三
百
六
十
万
円
の
減
と
な

っ
た
た
め
3
月
3
1
日
で
専
決
処
分
を
し

た
こ
と
に
対
す
る
承
認
を
求
め
た
も
の

です。
越
案
籍
3
3
号
　
遠
賀
町
立
遠
賀
中
学
校

（
竹
森
文
庫
）
図
書
購
入
塾
金
の
殿

田
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
大
阪
市
に
在
住
で
本
町
若

松
出
身
の
竹
森
啓
助
氏
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
竹
森
文
麿
の
図
書
搬
入
基
金
と
し

て
百
五
十
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た

も
の
を
銀
行
等
に
預
金
し
、
そ
の
利
息

の
一
部
を
図
番
燐
入
費
に
当
て
、
あ
と

は
元
金
に
繰
入
れ
、
基
金
の
塊
充
に
よ

り
文
種
を
充
足
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
条
例
で
す
。

話
束
帯
3
4
号
　
農
業
共
済
損
害
評
価
会

萎
貝
の
適
任
に
つ
い
て

遠
賀
町
農
業
共
済
条
例
第
鈴
条
の
競

走
に
よ
る
損
害
評
価
会
委
員
6
名
が
任

期
満
了
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
後
任
委

員
を
委
嘱
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の

同
意
を
求
め
た
案
件
で
す
。

議
案
籍
3
5
号
　
遠
賀
町
非
常
勤
消
防
団

員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

消
防
団
貝
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済

基
金
法
施
行
令
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
町
の
消
防
団
退
職
団
員
の
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
消
防
団
長
を
1
0
年
－
1
5
年

勤
続
で
退
団
し
た
場
合
、
5
万
円
で
あ

っ
た
退
職
報
償
金
を
6
万
円
に
、
勤
続

1
5
～
2
0
年
の
場
合
8
万
円
を
1
0
万
円
に

等
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

競
業
籍
3
6
号
　
遠
賀
町
消
防
費
じ
ゅ
つ

金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
案
も
、
国
の
消
防
貰
じ
ゅ
つ
金
支

給
規
程
の
一
都
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
国
の
額
に
準
じ
て
町
条
例
の
貨
じ

ゆ
つ
金
支
給
額
の
改
正
を
し
た
も
の
で

す。強
案
籍
3
7
号
　
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町

外
二
力
同
誌
艇
施
行
組
合
胸
章
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
覚
書
の
な
か
で
、
競
艇
部

薬
に
よ
る
利
益
金
配
当
に
つ
い
て
は
、

遠
賞
、
岡
垣
の
両
町
に
対
し
、
5
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
っ
た
も
の
を
m
パ
ー
セ
ン

ト
（
嗣
叶
谷
5
パ
ー
セ
ン
ト
）
　
に
改
訂

艇
施
行
組
合
規
約
第
日
条
の
規
定
に
も

と
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

です。
議
案
舘
納
骨
　
昭
和
5
1
年
度
遠
賀
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
籍
2
号
）

今
回
の
梢
産
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
六
千
七
十
五
万
二
千
円
の
追
加
補

正
を
し
た
も
の
で
す
か
、
歳
入
面
で
は

国
県
支
出
金
一
千
二
百
六
十
万
五
千
円

繰
越
金
一
千
八
百
四
万
五
千
円
、
起
債

二
千
八
百
十
万
円
、
そ
の
他
二
百
万
二

千
円
。
歳
出
面
で
は
、
今
古
賀
地
区
土

地
区
画
整
理
調
整
費
（
5
0
巌
）
八
百
四

十
万
円
、
同
和
対
策
単
発
（
納
骨
堂
建

設
費
）
六
百
四
十
万
円
、
白
水
川
渡
漢

費
負
担
金
三
百
万
円
、
通
路
維
持
修
理

費
二
千
百
万
円
が
主
な
歳
出
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

議
案
第
3
9
号
は
、
遠
賀
町
国
民
健
康

保
険
野
菜
特
別
会
計
補
正
予
算
八
百
二

万
二
千
円
で
、
こ
れ
は
職
員
の
退
職
に

に
伴
な
う
退
職
金
で
す
。

▽
昭
和
引
年
産
米
政
府
買
入
価
格
の
引

上
げ
籍
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
昭
和
5
1
年
産
米
の
政
府
買

入
価
格
の
引
上
げ
に
つ
い
て
、
麗
柴
団

体
か
ら
話
頭
の
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、

生
産
者
米
価
に
つ
い
て
は
、
生
産
資
材

労
賃
等
の
上
昇
に
伴
な
い
、
農
業
の
生

産
を
保
障
す
る
米
価
の
実
現
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
話
頭
で
す
。

▽
特
開
事
業
に
関
す
る
痛
願
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
特
定
地
域
開
発
謡
業
が
、

時
限
的
に
今
年
度
一
杯
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
本
誌
業
が
中
高
年
令
者
の
雇

用
促
進
と
い
う
目
的
の
も
と
に
、
地
域

の
開
発
、
環
璃
整
備
等
に
大
き
な
成
果

を
収
め
て
い
ろ
現
状
か
ら
、
今
後
引
続

き
中
高
年
合
着
の
雇
用
促
進
を
関
係
機

関
に
諏
願
す
る
と
の
主
旨
の
も
の
で
、

本
町
兜
町
の
土
日
ミ
ツ
王
さ
ん
外
一
二
日

十
六
名
の
力
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
話
頭
2
件
は
、
議
会
で
採

択
さ
れ
、
米
価
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は

大
蔵
大
臣
と
農
林
大
臣
に
悉
見
譜
を
、

特
閑
却
薬
に
つ
い
て
は
、
労
働
大
臣
と

福
間
県
知
事
苑
に
要
望
膏
と
し
て
7
月

5
日
付
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
役
場
職
員
の
一
部
に
、
人

疎
異
動
を
実
施
い
わ
し
ま
し
た
。
異
動

し
た
職
員
と
新
し
い
所
属
は
次
の
と
お

りです。（　）

。
社
会
教
脊
課
長

。
厚
生
課
長

o
学
務
謀

。
住
民
課
住
民
係

。
住
民
課
福
祉
係

。
厚
生
課
国
保
係

。
産
業
課
産
業
係

。
建
設
課
建
設
係

内
は
旧
所
属
。

持
山
守
遜

（
厚
生
課
長
）

舛
添
正
美

（
住
民
課
長
）

古
畑
紀
子（産業課）

川
原
正
義（産業課）

花
田
京
次（財務課）

田
仲
靖
子（庶務課）

囲
卸
怜
子（学務課）

森
　
英
夫（住民課）

な
お
、
住
民
課
長
は
助
役
兼
任
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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暴走は、しない、させない、見ない

シ
ン
ナ
ー
遊
び
、
喫
煙

肝
臓
、
腎
臓
な
ど
の
内
臓
陪
審
、
無

気
力
、
幻
覚
等
の
瑞
相
障
害
に
よ
り
廃

人
同
様
と
な
り
、
急
性
中
萩
、
呼
吸
困

難
、
運
動
不
能
等
に
よ
り
死
亡
す
る
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
す
べ
て
ニ
ス
や

シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
の
た
め
生
じ
ろ
医
学

的
な
面
で
の
障
害
で
す
。
ま
た
乱
用
が

原
因
に
な
っ
て
殺
人
、
窃
盗
、
暴
行
な

ど
の
非
行
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

遠
賀
町
内
で
も
商
家
の
天
満
宮
、
遠

賀
ボ
ウ
ル
、
各
地
の
神
社
、
あ
き
家
、

恐
曲
筆
で
シ
ン
ナ
ー
遊
び
を
し
て
い
る

の
か
磐
祭
や
補
導
員
に
確
認
さ
れ
5
月

ま
で
に
2
人
が
補
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
自
宅
の
勉
強
部
屋
で
も
シ
ン
ナ
ー

遊
び
を
し
て
い
る
等
考
え
て
い
る
以
上

に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

防
止
の
決
め
手
は
早
期
発
見
と
早
期

治
療
で
す
。
息
や
衣
服
か
ら
薬
品
の
二

才
イ
か
し
た
り
、
酔
っ
た
よ
う
な
言
葉

や
態
度
だ
っ
た
り
、
学
校
き
ら
い
や
勉

強
ざ
ら
い
に
な
っ
た
り
、
顔
色
が
悪
く

食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
し
た
ら
注
慈
し

て
下
さ
い
。
も
し
乱
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
か
け
た
り
、
乱
用
の
場
所
が
あ

る
と
き
は
暫
菜
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

万
　
　
引

毎
年
、
県
下
で
約
二
千
三
百
人
の
少

年
、
少
女
が
万
引
で
補
導
さ
れ
て
お
り

本
年
は
さ
ら
に
ふ
え
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
大
半
は
中
高
校
生
で
、
遊
び
の

延
長
と
し
て
の
非
行
で
す
。
こ
れ
を
放

置
す
れ
ば
万
引
が
習
慣
化
し
、
さ
ら
に

凶
悪
な
非
行
へ
の
入
口
と
も
な
り
、
一

生
を
台
な
し
に
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
警
察
で
は
市
町
村
、
商
店
な
ど
と

協
力
し
て
総
合
的
な
万
引
防
止
対
策
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
万
引
防
止
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

万

引

の

実

態

▽
撃
破
別

。
中
学
生
と
高
校
生
の
万
引
が
7
6
・
4

％
を
占
め
、
中
学
生
が
増
加
し
て
い

ます。

o
万
引
は
2
－
6
人
の
同
級
生
グ
ル
ー

プ
で
行
う
の
か
特
徴
で
す
。

▽
時
間
、
場
所
別

。
2
時
よ
り
6
時
の
間
に
7
0
％
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
下
校
時
と
午

後
の
遊
び
時
間
に
相
当
し
ま
す
。

o
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
万
引
が

0
0
％
で
厳
も
多
く
、
次
い
で
テ
ハ
ー

ト
、
一
般
前
席
の
l
i
訳
と
な
っ
て
い
ま

す。
▽
原
因
、
動
機

。
店
頭
の
品
物
を
見
て
い
る
う
ち
に
欲

し
く
な
っ
て
我
慢
で
き
ず
万
引
し
た

例
が
7
0
・
5
％
で
最
も
多
く
、
次
い

で
友
人
か
ら
成
功
話
を
剛
い
た
り
、

誘
わ
れ
て
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す。
o
万
引
し
た
品
物
は
自
分
で
着
用
（
衣

類
）
し
た
り
勉
強
郊
透
に
隠
し
た
り

学
校
で
友
人
に
安
く
売
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

防

止

対

策

▽
家
　
庭

。
日
ご
ろ
か
ら
子
供
に
万
引
は
非
行
の

は
じ
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ま
し

。
子
供
の
着
て
い
る
衣
類
、
勉
強
部
屋

所
持
品
、
交
友
関
係
な
ど
に
気
を
つ

け
不
審
な
点
は
敬
語
せ
ず
に
必
ず
は

っ
き
り
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

∇
地
　
域

。
万
引
の
ほ
と
ん
ど
は
デ
パ
ー
ト
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
行
わ
れ
て
い

ます。

。
学
校
の
先
生
、
P
T
A
、
婦
人
会
、

少
年
補
導
員
な
ど
地
域
く
る
み
で
万

引
防
止
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま

し
ょ
ト
フ
。

。
蹄
ん
な
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
の
売
場
を
調
査
し
て
み
ま
し
ょ
う

▽
糞
　
者

。
輔
品
の
積
み
上
げ
に
よ
る
死
角
の
解

消
を
図
る
な
ど
陳
列
方
法
の
検
討
改

善
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

。
店
員
の
配
謡
指
導
な
ど
に
よ
り
万
引

の
予
防
、
監
視
体
制
を
強
化
し
ま
し

ょ
＿
つ
。

o
万
引
を
発
見
し
た
と
き
は
、
保
護
者

等
に
連
絡
す
る
と
共
に
宿
ち
に
警
察

著
の
少
年
係
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

（
5
0
年
中
の
少
年
非
行
）

福
岡
県
内
の
暴
走
族
騒
ぎ
は
、
今
年

も
4
月
1
7
日
を
皮
切
り
に
5
月
3
日
と

す
で
に
2
回
発
生
し
、
と
く
に
5
月
3

日
は
深
夜
暴
遊
軍
が
見
物
人
の
中
に
突

入
し
て
、
小
中
学
生
を
含
む
多
数
の
垂

軽
傷
者
を
出
し
て
お
り
、
ま
た
柏
声
で

は
死
者
ま
で
出
る
騒
ぎ
と
な
っ
て
い
ま

す。
暴
走
族
は
、
全
国
調
査
に
よ
る
と
平

均
年
令
1
8
歳
で
、
0
0
％
以
上
が
2
0
歳
未

満
の
青
少
年
で
あ
り
、
学
校
や
社
会
に

不
満
を
持
ち
、
そ
の
は
け
口
を
事
に
よ

る
ス
ピ
ー
ド
と
ス
リ
ル
に
求
め
ろ
若
者

達
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
暴
走
行
為
を
せ
ん
動
す
る

詳
衆
な
ど
が
加
わ
っ
て
、
騒
ぎ
を
大
き

く
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
為
を

や
め
さ
せ
る
た
め
に
、
「
暴
走
を
し
な

い
、
さ
せ
な
い
、
見
な
い
」
の
3
な
い

を
心
か
け
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
暴
走
族
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。
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水
巻
町
の
遠

賀
保
健
所
で
、

遠
賀
郡
、
中
間

市
馬
と
子
の
よ

い
歯
コ
ン
ク
ー

ル
が
6
月
2
4
日

開
か
れ
、
旧
侍

の
蓮
子
弥
生
さ

ん
と
長
男
猛
ち

ゃ
ん
の
培
子

が
、
参
加
し
た

5
0
組
の
母
子
の

中
か
ら
1
位
に

選
ば
れ
ま
し

た
。
連
子
さ
ん

母
子
は
8
月
に

開
か
れ
る
県
大
会
へ
遠
賀
郡
、
中
間

市
の
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

ま
た
3
位
に
は
虫
生
津
の
田
中
康

子
さ
ん
と
炭
女
政
子
ち
ゃ
ん
が
入
賞

し
て
い
ま
す
。

道
子
さ
ん
綬
　
1
位
と
い
わ
れ
た
時

は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
ず
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
県
大
会
へ
代
表

て
出
場
す
る
と
い
う
こ
と
で
賀

感
じ
て
い
ま
す
。
家
で
は
歯
の

に
特
別
注
進
は
し
て
い
ま
せ
ん

毎
日
朗
と
校
の
歯
み
が
さ
だ
け

ず
実
行
し
て
い
ま
す
。
今
で
は

か
ら
噛
み
が
さ
を
さ
い
そ
く
さ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と

頃
ま
で
は
甘
味
の
強
い
食
物
を

が
あ
ま
り
食
べ
な
か
っ
た
こ
と

い
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

に
1
枚
に
な
っ
た
こ
と
を
話
し

た
ら
「
お
ま
え
の
歯
は
そ
ん
な

か
っ
だ
か
な
あ
」
と
言
わ
れ
て

い
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
私
た

子
が
選
ば
れ
る
な
ん
て
思
っ
て

ま
せ
ん
で
し
た
。

豊

尾
崎
チ
ー
ム
が
優
勝

第
3
回
遠
賀
町
軟
式
野
球
大
会

5
月
幾
日
と
0
0
日
の
両
日
に
わ
た
り

遠
賀
中
学
校
、
浅
木
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
第
3
回
軟
式
野
球
大
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
朝
ま
で
雨
が
降
り
、
実
施

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
雨
も

あ
が
り
、
ま
ず
ま
ず
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
参
加
1
6
チ
ー
ム

の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
尾
崎
チ
ー
ム
が
そ

の
栄
冠
を
獲
得
し
ま
し
た
。

以
下
成
瀬
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
尾
崎
チ
ー
ム

り
と
し
て
、
6
月
4
日
か
ら
7
月
1
7
日

ま
で
の
予
定
で
毎
週
金
、
土
曜
の
牛
後

1
時
0
0
分
よ
り
遠
賀
中
学
校
体
育
館
で

8
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
遠
賀
町
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
が
駒
催
さ
れ
て
い
ま

す。
こ
の
リ
ー
グ
戦
は
、
笹
一
回
開
撮
さ

れ
て
い
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
足
が

か
り
と
し
て
、
さ
ら
に
町
民

準
優
勝
　
木
守
チ
ー
ム

第
3
位
　
老
良
チ
ー
ム
、
広
渡
チ
ー
ム

町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
閑
か
る

町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
常
化
へ
の
は
し

ツ
へ
の
参
加
を
促
進
し
よ
う
と
い
う
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者
選
が
各
地
区
に
呼

び
か
け
て
始
ま
っ
た
も
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
を
日
常
化
し
、
日
ご
ろ
の
運
動
不
足

を
お
ぎ
な
う
と
と
も
に
、
町
内
に
住
む

一
人
で
も
多
く
の
人
と
親
睦
を
計
っ
て

い
こ
う
と
い
う
主
旨
の
も
と
に
、
現

在
、
各
週
2
試
合
ず
つ
の
活
気
に
満
ち

た
試
合
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

第
1
7
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会

広
く
郡
民
の
間
に
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
発
達
を
は
か
り
、
健
嬢
で
明
朗

な
郡
民
生
活
の
確
立
に
寄
与
す
る
目
的

を
も
っ
て
、
標
記
大
会
が
左
記
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
町
か
ら
も
多

数
参
加
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▽
期
日
　
5
1
年
8
月
2
2
日
（
日
）

▽
会
場
　
水
巻
町

∇
実
施
競
技
種
目

㈲
陸
上
競
技
（
一
般
の
部
、
青
年
の

部
）
㈲
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
（
一
般

男
子
の
都
、
教
職
貝
男
子
の
部
）
㈲

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
（
一
般
男
子
、
女

子
、
昔
年
男
子
、
女
子
の
部
）
㈲
軟

式
庭
球
（
一
般
の
部
男
子
、
女
子
団

体
戦
、
個
人
戦
）
㈲
卓
球
（
一
般
の

都
、
昔
年
の
郊
男
子
2
名
、
女
子
2

名
）
　
㈲
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
（
一
般
の

部
、
壮
年
の
部
）
　
㈹
柔
道
（
一
般

の
部
、
高
年
の
都
）
㈹
剣
道
（
一
般

の
部
、
脊
年
の
郊
）
㈲
弓
道
（
一
般

男
子
、
女
子
の
邪
、
剛
体
、
個
人

戦
）
0
0
相
撲
（
一
般
の
部
・
昔
年
の

郎
）
個
軟
式
野
球
（
一
般
の
部
）

第
7
回
遠
賀
町
少
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

開
催
に
つ
い
て

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
本
年
で

1
回
目
を
迎
え
、
年
々
盛
会
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
本
年
も
多
数
の
チ
ー
ム
の

参
加
る
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
期
日
　
8
月
1
日
（
日
）

▽
会
場
　
第
1
会
場
　
遠
賀
中
学
校

（
A
・
B
コ
ー
ト
）

第
2
会
場
∴
烏
門
小
学
校

（
C
コ
ー
ト
）

第
3
会
場
∴
浅
水
小
学
校

（
D
コ
ー
ト
）

第
4
回
遠
賀
町

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
の
開
催
に
つ
い
て

恒
例
の
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を

左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
各

区
と
も
御
参
加
下
さ
い
。

▽
期
日
　
8
月
1
日
（
日
）

▽
会
場
　
遠
賀
中
学
校

今
月
の
走
ろ
う
会

▽
日
時
　
7
月
1
8
日
（
日
）

午
前
9
時
よ
り

▽
会
場
　
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
は
体
育
館
で
行
な
う
）

▽
内
容
　
各
種
準
備
運
動

グ
ラ
ウ
ン
ド
、

ラ
ン
ニ
ン
グ

▽
6
月
の
参
加
者
数

男
子
　
6
才
以
下

1
才
～
1
5
才

1
6
才
以
上

な
お
、
8
月
よ
り
第
一

三
日
曜
日
の
月
2
回
行
な
い
ま
す
。

一
ス
ポ
ー
ツ
棚
の
各
大
会
に
つ
い
て

一
の
お
聞
合
せ
は
、
遠
賀
町
教
育
委

～
貝
会
（
程
話
㈲
1
3
5
5
）
ま
で



（5）広報「おんが」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第189号

※管内火災救急発生状況（51年1月－5月）

お出かけは、隣近所に　一声かけて

我
が
町
の
ク
ラ
ブ
紹
介
　
㈹

－
　
別
府
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　
－

「
フ
ァ
イ
ト
」
　
「
ガ
ン
バ
レ
」
都
民

の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
が
体
育
館
に

響
き
ま
す
。

「
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り

入
れ
別
府
区
民
の
親
睦
を
深
め
よ

う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
今
年

繕
成
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
1
7
才
－
5
0
才
ま
で
の

学
生
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
バ
レ
ー

好
き
な
人
た
ち
1
3
人
で
、
世
代
を
超

え
た
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も
さ
び

し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
汗
を
流
し
て

の
5
月
に
別
賄

区
民
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
が
発
足

し
ま
し
た
。

笹
週
月
耽
、

土
曜
の
午
後
1

時
か
ら
9
時
ま

で
、
速
費
中
学

校
体
育
館
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を

行

っ

て

い

ま

す。

老
若
男
女
を

問
わ
ず
、
別
府

区
民
の
親
睦
を

い
ま
す
。

参
加
者
も
、

日
頃
、
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
機

会
が
な
い
者
が

ほ
と
ん
ど
で
こ

の
ク
ラ
ブ
作
り

は
ス
ポ
ー
ツ
を

自
分
た
ち
の
中

に
取
り
入
れ
る

と
い
う
惹
味
か

ら
非
常
に
惑
義

あ
る
こ
と
だ
と

蕾
ん
で
い
ま

す。

消
防
l
1
9
コ
ー
ナ
ー

水
難
事
故
を
な
く
そ
う

夏
は
水
泳
の
季
節
で
す
。
毎
年
、
水

難
事
故
に
よ
り
尊
い
人
命
が
失
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
水
難
郵
政

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
に
よ
っ
て
未

然
に
防
げ
る
も
の
で
す
。

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
町
内
か
ら

水
難
郵
政
を
な
く
し
、
楽
し
い
愛
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
子
供
だ
け
で
海
水
浴
な
ど
に
行
か
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
天
気
の
憩
い
日
は
海
水
浴
な
ど
に
行

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
技
時
脚
泳
が
な
い
よ
う
に
し
、
必
ら

ず
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽
泳
く
前
に
は
必
ず
準
櫛
体
操
を
し
ま

し
ょ
ふ
ノ
。

環
境
浄
化
は
我
々
の
手
で

ー
　
新
町
、
遠
賀
川
地
区
大
掃
除
－
～
－

新
町
、
遠
賀

川
地
区
を
流
れ

る
柳
田
川
は
、

周
辺
住
宅
地
か

ら
の
雑
廃
水
の

流
れ
込
み
や
、

ゴ
ミ
等
の
投
下

物
、
そ
れ
に
水

草
や
コ
壬
等
が

生
え
、
死
の
用

と
し
て
機
能
を

失
な
っ
て
い
る

状
態
で
し
た

が
、
新
町
、
遠

賀
川
両
区
で
は

り
、
大
か
か
り

な
清
掃
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
両

区
か
ら
五
百
人

の
方
が
錐
や
ス

コ
ッ
プ
等
を
手

に
し
て
夕
方
ま

で
に
ト
ラ
ッ
ク

00台分のゴ、・、

や
ヘ
ド
ロ
を
回

収
し
、
環
境
改

著
に
大
き
な
成

果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し

「
お
互
い
に
極
み
よ
い
町
づ
く
り
を
し

よ
う
」
と
柳
田
川
清
浄
化
遊
動
が
起
こ

（
写
実
は
柳
田
川
ゴ
ミ
回
収
風
景
）

目
的
に
も
し
て
お
り
、
区
全
体
で
体

力
増
強
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で

す。
別
府
区
で
は
以
前
か
ら
ク
ラ
ブ
作

り
の
声
が
あ
が
っ
て
お
り
一
郎
で
ス

ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
試
み
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
か
け
声
の
段
階

だ
け
で
ス
ト
ッ
プ
。
し
か
し
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
好
き
の
青
年
達
が
中
心
に

な
っ
て
、
今
年
の
遠
賀
町
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
を
き
っ
か
け
に
ク
ラ
ブ
が

ま
た
6
月
か
ら
遠
賀
町
の
バ
レ
ー

愛
好
者
の
よ
ぴ
か
け
で
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
リ
ー
グ
戦
が
8
チ
ー
ム
を
集
め

て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
と
し
て
他
地
区
に
も
ク
ラ

ブ
作
り
の
気
運
が
盛
り
あ
が
っ
て
お

り
、
各
地
区
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
作
り

が
ひ
い
て
は
遠
賀
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
の
交
流
、
親
睦
の
い
し
ず

え
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
県
法
務
局

水
巻
出
張
所
か
ら

登
記
簿
の
酪
抄
本
の
請
求
、
ま
た
は

護
記
録
や
図
面
な
ど
を
閲
覧
に
来
ら
れ

る
場
合
は
、
土
地
に
つ
い
て
は
所
在

（
0
0
町
大
字
0
0
）
、
地
番
（
0
0

番
ま
た
は
0
0
番
の
〇
、
何
番
が
付
さ

れ
て
い
る
と
き
は
付
番
ま
で
）
、
建
物

に
つ
い
て
は
所
在
（
0
0
町
大
字
0
0

の
〇
番
地
）
、
家
屋
番
号
（
〇
番
ま
た

は
〇
番
の
○
）
を
、
叢
話
済
証
（
権
利

証
）
な
ど
で
確
認
の
う
え
お
い
で
く
だ

さい。登
記
簿
の
編
て
つ
が
、
土
地
は
大
字

ご
と
地
番
順
、
建
物
は
大
字
ご
と
敷
地

番
頂
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
有
者

名
だ
け
で
は
登
記
簿
等
を
検
索
で
き
ま

せん。定
員
日
大
以
上
の
自
家
用
バ
ス
は

安
全
運
転
管
理
者
が
必
要
で
す

道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
が
改

正
に
な
り
、
乗
車
定
員
日
大
以
上
の
自

家
用
自
動
車
を
1
台
以
上
お
持
ち
の
方

は
、
公
安
委
員
会
に
安
全
運
転
節
理
者

の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
の
適
用
は
5
2
年
1
月
1
日

か
ら
で
す
が
、
該
当
さ
れ
る
方
は
折
尾

醤
察
藷
交
通
課
へ
早
急
に
申
出
て
下
さ

い。
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－
　
今
月
の
税
金

固
定
資
産
税
　
　
　
2
期
分

納

期

限

　

7

月

2

6

日

ま

で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

ふ
和
宮
諒

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
継
続
申
請

戦
没
者
等
の
妻
で
昭
和
3
8
年
法
律
第

飢
号
の
特
別
給
付
金
（
い
号
2
0
万
円
）

を
受
給
さ
れ
た
方
で
今
回
の
継
続
分
（

昭
和
4
8
年
改
正
法
0
0
万
円
）
が
宋
講
求

に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
昭
和
5
1
年
9

月
0
0
日
ま
で
に
話
求
さ
れ
な
い
と
時
効

に
よ
り
諸
家
権
が
消
滅
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
至
急
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ

申
出
下
さ
い
。

更
生
保
護
事
業
媛
助
金
の

御
協
力
方
に
つ
い
て

7
月
1
日
か
ら
3
1
日
ま
で
の
l
ヵ
月

間
法
務
省
の
主
唱
に
よ
り
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
月
間
に
入
り
ま
す
が
、
本

年
度
は
重
点
目
顔
を
「
青
少
年
の
非
行

防
止
活
動
の
推
進
」
　
と
定
め
て
い
ま

す
。
犯
罪
者
の
予
防
と
更
生
、
罪
を
犯

し
た
人
は
い
ろ
い
ろ
刑
罰
を
受
け
て
そ

の
償
い
を
し
ま
す
が
、
ま
た
家
庭
に
帰

っ
て
社
会
人
と
し
て
生
活
す
る
間
に
再

び
過
ち
を
く
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う

立
派
に
更
生
さ
げ
ろ
た
め
の
保
護
司
会

の
運
営
資
金
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

御
理
解
の
上
、
御
協
力
下
さ
る
よ
う

御
顔
い
し
ま
す
。

ク
離
婚
後
も
婚
姻
中
の

氏
（
姓
）
を
名
の
る
こ

と
が
で
き
ま
す
〟

こ
の
ほ
ど
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
成
立
し
、
6
月
1
5
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
婚

姻
の
と
き
氏
を
改
め
た
人
は
、
離
婚
し

て
も
離
婚
後
3
カ
月
以
内
に
戸
籍
法
の

定
め
る
届
出
を
す
れ
ば
、
婚
姻
中
に
称

し
て
い
た
氏
を
称
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
法
律
施
行
前
3
カ
月
以

内
（
本
年
3
月
1
5
日
以
降
）
に
離
婚
し

た
人
で
既
に
婚
姻
前
の
氏
に
も
ど
っ
て

い
る
人
も
、
本
年
9
月
1
5
日
ま
で
に
届

出
を
す
れ
ば
、
婚
姻
中
に
称
し
て
い
た

氏
を
再
び
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
係
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

民
謡
教
室
の

開
催
に
つ
い
て

例
年
盆
踊
り
を
前
に
し
て
民
謡
馨

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
も
左

記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
各

地
区
よ
り
の
多
数
の
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▽
日
時
　
7
月
2
1
日
（
水
）

午
後
6
時
5
0
分
集
合

午
後
1
時
開
始

▽
会
場
　
遠
賀
中
学
校
体
育
館

▽
講
師
　
英
流
家
元
・
美
空
峰
先
生

▽
曲
目
　
ふ
る
さ
と
太
鼓
、
花
笠
音
頭

郡
上
お
ど
り
、
秋
田
音
頭

心
配
ご
と
相
談

家
庭
の
悩
み
、
交
通
事
故
の
相
談
な

ど
困
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘

密
厳
守
を
い
た
し
ま
す
。

▽
相
談
日
　
毎
月
同
日
・
2
3
日

午
後
1
時
～
1
時
ま
で

（
当
日
が
日
曜
、
祝
祭
日

の
場
合
は
次
週
の
月
曜
）

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

水
道
工
事
当
番
店
（
7
月
分
）

▽
水
谷
工
務
店

悪
筆
局
一
〇
。
背
黒
駕

l
　
●
－
へ
〕
　
●
　
9

2
5
・
2
9
日

∇
福
田
工
務
店

2
・
6
・
1
0

％
・
0
0
日

▽
高
崎
工
務
店

3
・
7
・
u

2
7
・
3
1
日

▽
佐
伯
工
事
店

4
・
8
・
1
2

・
1
3
・
1
7
・
2
1
自

衛
話
の
0
1
6
8

・
1
4
・
1
8
・
幾
日

亀
話
㈲
1
6
2
5

・
1
5
・
1
9
・
2
3
日

態
話
㈲
0
1
7
0

・
1
6
・
柳
・
2
4
・
2
8
日

☆
募
集
中

※
皇
宮
護
衛
官

詳
細
は
、
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

2
の
1
1
の
1
・
程
話
0
9
2
　
（
4
3

1
）
7
7
3
3
・
人
事
院
九
州
事
務

局
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

※
税
務
大
学
校
学
生

詳
細
は
、
人
事
院
九
州
事
務
局
へ

※
福
岡
県
審
東
宮

詳
細
は
、
福
岡
市
中
央
区
天
神
1
丁

目
1
番
1
号
・
囁
話
0
9
2
　
（
7
4

1
）
2
2
3
1
・
福
岡
県
警
察
本
部

轡
務
課
試
験
係
ま
た
は
、
県
下
の
各

警
察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所
へ
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

※
海
外
派
道
農
業
実
習
生

詳
細
は
、
役
場
産
業
課
産
業
係
ま
で

※
話
し
方
研
究
会
会
員

適
切
な
話
し
方
が
で
き
な
く
て
困
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
か
ら
、
遠
賀

町
中
央
公
民
館
で
「
上
手
な
話
し
方
を

身
に
つ
け
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学

習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
映
画

や
録
音
の
視
聴
と
、
視
聴
後
の
話
し
合

い
な
ど
で
、
今
後
は
実
技
も
順
次
取
り

入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

人
前
で
話
す
の
か
苦
手
だ
。
少
し
で

も
上
手
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ろ
あ
な
た
。

い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

▽
連
絡
先
　
藁
知
徳
（
遠
賀
町
教
育
委

員
会
・
範
話
約
1
3
5
5

）まで

☆
試
　
験

※
田
和
引
年
度
職
業
訓
練
総
連
員

詳
細
は
、
福
岡
市
中
央
区
天
神
1
丁

目
1
番
1
号
・
衛
話
0
9
2
　
（
7
4

1
）
5
9
4
0
“
福
岡
県
労
働
部
職

業
訓
練
課
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

※
日
和
引
年
度
消
防
設
備
士

詳
細
は
、
町
内
広
漠
・
超
話
の
1
2

3
1
・
遠
賀
郡
消
防
署
へ

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
こ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か

ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
高
崎
　
忠
孝
政

（老良）

故
柳
野
ナ
ミ
ヨ
殿

（別府）

故
毛
利
　
　
幸
殿

（浅木）

高
崎
文
樹
様

柳
野
道
孝
標

毛
利
義
夫
様

故
木
原
　
重
雄
殿

（
新
町
）
永
田
百
合
子
様

故
松
井
　
義
己
殿

（
尾
崎
）
　
松
井
　
徹
熊

故
伊
藤
ま
ど
か
麒

（
虫
生
津
）
　
伊
藤
輝
昭
様

故
松
井
セ
ツ
コ
殿

（
尾
崎
）
　
松
井
　
作
様

故
石
田
　
盛
夫
殿

（
遠
賀
川
）
石
田
智
恵
子
様

故
今
土
　
ヂ
カ
殿

（
鬼
津
）
　
今
土
　
壁
様


